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本の紹介 

黒田俊郎・西三数学サークル編著 

たのしくわかる数学１００時間  新装版 上・下 

日本評論社 2010.8 発行 定価各 2100＋税 

 

 この本は、当会顧問の黒田俊郎さんが、愛知県の西三数学

サークルと共同で２０年前に作った本の再発行です。２０年

経って再発行されたとは、この本の価値が再評価されてき

た、ということでしょうか。 

 ０ＥＣＤの国際数学力調査（ＰＩＳＡ）で、「日本の生徒

は、得点は高いのに数学嫌いが多い」ことが明らかにされま

した。「受験のための数学」が、数学の本来持つ魅力を失わ

せているように思います。本書は、そうした「いびつな数学

教育」を根底から変革する力を秘めています。 

 

 10 月のろう学校数学教育研究会授業研究会で、黒田さんは、

「すべてのろう学校高等部生徒に微分・積分を」の趣旨で、

微分の模擬授業をされました。その授業の理念は、黒田先生

の『授業をどう組み立てるか』（2006 年、数学教育協議会）

に述べられている「黒田４原則」（これは矢沢の命名）にあ

ります。つまり 

 １．到達目標をはっきり決める。そこに至るやさしく楽し

い道を探す。 

 ２．工作・実験を取り入れる。教具をもっていく。 

 ３．つねに「発展させる」ことを考える。 

 ４．生徒に問題を作ってもらう。 

 

 この黒田４原則が、本書（新装版）の前書きにも記されて

います。つまり『たのしくわかる数学１００時間』は、黒田

４原則の実践でもあるのです。 

 

 この本には、（20 年前の編集なので当時の高校数学の学習

指導要領によって分類すると）数学Ⅰ33 項目、代数・幾何

17 項目（以上、上巻）、基礎解析 28 項目、微分・積分 11 項

目、確率・統計 11 項目（以上下巻）の計 100 項目が収めら

れています。１項目が４ページ。各項目は、「授業のねらい」

が数行で簡潔に述べられたあと「授業の展開」が教師と生徒

の対話形式で要領よく示されています。 

 

  「すべての高等部生徒に微分・積分を」の「微分・積分」

は、もちろん「高いレベルの数学」の喩［たと］えにすぎま

せんが、この本で微分・積分がどう扱われているか、覗（の

ぞ）いてみましょう。 

 

 67 「列車ダイヤルの話し（s-t グラフと速度）」で微分を

導入する。時間を横軸に、距離を縦軸に、列車の運行をグラ

フに書くと［s-t グラフ］、ある時点での列車の速度は、グラ

フの、その点での傾きになる。「グラフの、その点での傾き」

を「勾配のめがね」（作り方は次の 68 ）で読みとる、とい

うのがここでのポイントです。 

  68 「ガリレオの実験」で「瞬間の速度」を考察する。カ

ーテンレールに鋼球を転がして、落体の運動をゆっくり実現

し、そのときの s-t グラフ（s=t2）の傾きを「勾配めがね」で

読みとる。 

  69 「究極の速度」では、前項で得た s= t2 を使って、計算

で、t=2 の時の速度（s の変化量／t の変化量）を勾配めがね

の隙間、つまり t の変化量をだんだん小さくして求める。 

  70 「⊿x と dx」で、前項の「速度」を一般の関数にまで

広げ、微分係数、導関数を導入して、微分法を仕上げる。微

分は、小学校で学ぶ「比例」の延長である、ことが明らかに

な る 。

 

編著者からひとこと 

              

黒 田 俊 郎 

 

『楽しくわかる数学 100 時間』は 1991 年に出版された

ものを，ミスプリントなどを訂正して復刊したものです。 

「数学の授業を 生徒と一緒に数学を作ってゆく時間

にしたい」というのが私たちの気持でした。 

この本に収録したのは，「そのためにはどういう教材を

どのように生徒に提示したらよいか」という 100 時間の授

業プランです。 

 100 項目のうちで，一つでも授業に利用していただける

ものがあれば幸いです。 

今回は矢沢国光さんに丁寧に紹介をしていただきあり

がたく思っています。 
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  71 「箱を作る」で、微分の応用として、箱の体積の最大

最小問題が取り上げられる。ここまでが微分で、次からは黒

田さん執筆の「積分」です。 

 

 積分の流れは次のようになっています。 

  72 「何ｍまで上がるか（面積が距離を表す・１）」の項

で、横軸に時間、縦軸に速さのグラフを書いたとき、走行距

離が面積で表されることを示す［時間の間隔を短くすれば速

さが一定と見なされることを使って］。ボールを真上に投げ

上げたときの時間とボールが上がった距離（高さ）を調べる

実験は、以前ろう学校数学教育研究会の研究会でもしまし

た。 73 「新幹線のなぞ」（面積が距離を表す・２）」はそ

の応用です。 

  74 「電車は何 km  進んだか（区分求積法）」で、定積

分を、［原始関数としてではなく］区分求積法によって、導

入する。 

  75 「速さ→距離、距離→速さ（微積分法の基本定理）」

で、「距離（時間・速さのグラフの作る面積）を微分すると

速さになる――これは微分のところで既習」ことから、距離

を求めるには、「微分すると速さになるような関数」を求め

ればよい［これが積分］ことを示し、積分と微分は逆の関係

にあることを学ぶ。  

  76 「ライプニッツ先生のアイディア（記号∫f(x)dx の意

味）」で初めて積分［定積分］の記号を導入する。時間・速

度のグラフで距離（面積）を表すものとして、導入する。 

 定積分の応用として、 77 「アイスクリームをたべながら

…（体積を求める）」で、回転体の体積を求める。  

  

 以上です。計算はすべて電卓を用いる。これなら、すべて

のろう学校高等部で授業できるように思います。 

 

 小中の教員にもお勧めです。「黒田４原則」は小中の算数

・数学にとっても原則としてよいと思うから、というのが最

大の理由ですが、その他に、小中でも使えるアイディアがい

っぱいこの本にはあります。たとえば、 

 11  「関数はブラックボックスで」に載っているブラック

ボックスの作り方に従って、早速作ってみました。工作用紙

三枚でできます。私は今までにブラックボックスは何十個も

作りましたが、この本のブラックボックスは一番使いやす

い。 

   ２  魔法のカード（二進法を使った数当てのカード作り）

は、私の教室で小六の生徒が喜んでやっていました。そのほ

か、17  木の高さをはかる、23  モビールを作る、など、小

学生、中学生にも使えそうなものがたくさんあります。                

【矢沢国光】 

 

 


